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 NPO PTPL“ともいき”便り No.155 
平成 30年（2018年）9月 23日発行 

 

■秋分（しゅうぶん）   平成 30 年 9 月 23 日から 10 月 7 日までの節気  

 

赤い彼岸花が咲き始めました。二十四節気は９月 23 日から 10 月 7 日まで、

秋分の節気にはいります。昼と夜の長さが等しく、昼夜平分といって陰陽の気

が調和して気候も温和であり、なにごとも順調にうごくころ。 
（http://www.tomoiki.ptpl.or.jp/calendar/2018/ ともいき暦より。） 
 
 9 月 23 日は秋の彼岸の中日です。「暑さ寒さも彼岸まで」といわれますが、

酷暑炎暑もどうにかおさまって涼しい風が吹く頃となりました。和菓子屋さん

にはおはぎが並び、月見だんごの予約のおしらせが貼られています。月見だん

ごを買った人はススキをもらうことができます。和菓子屋さんの向かいのお花

やさんには、ききょうやなでしこ、オミナエシなど秋の花が並び、気が早いこ

とにハロウィン用のおもちゃかぼちゃもちらほら。 
 彼岸の入りは 9 月 20 日（木）。明けは 9 月 26 日（水）。お墓まいりに行かれ

る方も多いと思います。私も父方、母方のお墓、夫の両親のお墓、そして先代

の愛犬のお墓にお参りする予定です。それにしてもこの時季に咲く彼岸花。突

然まっかな大きな花が咲くのでびっくりしてしまいます。以前、地方のお寺に

群生して咲いているのをみたことがありますが、ハッとするほどきれいでした。

先祖を思うころに咲くまっかな彼岸花。花言葉は「悲しい思い出」。私がはっき

り覚えているご先祖代表は祖父母ですが、楽しい思い出しかありません。良い

思い出を残してくれた祖父母に改めて感謝したいです。ありがとう。 
  
 さて、秋は収穫の季節。各地で収穫を感謝して来年の豊作を祈願する祭りが

行われます。秋祭りが終わると、田の神様は山にお帰りになると考えられ、人々

は音楽や踊りを披露して共に飲んだり食べたりして神様を楽しませ豊作に感謝

しました。御神輿は神様をおのせするための乗り物で、「神輿振り」といって、

神輿を激しく振り動かすと神様が喜ばれ、災いや厄を払い、豊作を願うことに

http://www.tomoiki.ptpl.or.jp/calendar/2018/
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通じるともいわれています。 
 私の町の神社でも９月末と 10 月初めに秋祭りが行われます。大人や子どもた

ちが神輿や山車をかついだり、曳いたりします。ドーン、ドーンと太鼓の音が

町中に響き渡ります。孫たちは山車を曳いたあと、袋いっぱいのお菓子をもら

えるのが嬉しいようです。そういえば私もこどものころ、お菓子と梨をもらえ

るのが嬉しくて山車を曳いたような気が……。 
 
 9 月 24 日（月）は中秋の名月です。一年のうちでこのころの空気が一番澄ん

でいるので月や星がきれいに見えるのだそうです。中秋の名月を鑑賞する風習

は中国から日本に伝わり、平安貴族から一般庶民へとひろまっていて、農民の

間では農耕行事とむすびついて収穫を月に感謝する意味あいが強くなっていっ

たのだそうです。（http://www.tomoiki.ptpl.or.jp/calendar/2018/ ともいき暦よ

り。）ススキや月見だんご、秋の収穫物をお供えします。昨日たまたま車で寄っ

たコンビニの隣の農家の庭先で「栗」を販売していました。さっそく購入。３

日間、野菜室にいれておくとおいしくなると紙に書かれていたので、今野菜室

にはいっています。お月見の 24 日にはもうお腹の中に収まっていると思います

けど。 
 
 9 月 30 日(日)には各地の観光協会や民間気象会社が「紅葉の見頃予想」を発

表します。紅葉や桜の開花を予想する国は世界でも珍しいのだそうです。それ

だけ、日本の四季の自然は美しいということですね。でも心配なことも多いで

す。日本各地で、豪雨や台風、そして大地震が続いています。被災された皆様

には心からのお見舞いを申し上げます。日常が一日でも早く戻ることをお祈り

しています。 

 すとう あさえ（NPO PLANT A TREE PLANT LOVE会員） 

 

 

■ともいき・ともうみ・ともさち、そして和。それは日本的なるもの「ジャパ

ネスク」 

「地震国」日本 列島の活断層（日本 2018ジャパネスク）・・・・② 

 近代の関東大震災は、大正 12年（1923）に発生し、神奈川県・東京府を中心

に千葉県・茨城県から静岡県東部までの内陸と沿岸に広い範囲に甚大な被害を

もたらしました。日本災害史上最大級の被害といわれ、190万人が被災、10万 5

http://www.tomoiki.ptpl.or.jp/calendar/2018/
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千人余が死亡あるいは行方不明になったとされています。 

 平成 7年（1995）に阪神・淡路大震災が発生しました。兵庫県南部地震によ

る大規模災害です。特に震源に近い神戸市の 4市街地の被害は甚大でした。被

害死者は 6434名、住全壊 104906棟、全焼 7036棟。その他、道路、橋梁、河川

などに被害がありました。 

 この平成 7年（1995）兵庫県南部地震以降も、気象庁が命名した大地震がつ

づいています。 

平成 12年 10月 6日 鳥取県西部   平成 12年（2000）鳥取県西部地震 

平成 13年 3月 24日 安芸灘     平成 13年（2001）芸予地震 

平成 15年 9月 26日 釧路沖（十勝沖）平成 15年（2003）十勝沖地震 

平成 16年 10月 23日 新潟県中越地方 平成 16年（2004）新潟県中越地震 

平成 19年 3月 25日 能登半島    平成 19年（2007）能登半島地震 

平成 19年 7月 16日 新潟県上中越沖 平成 19年（2007）新潟県中越沖地震 

平成 20年 6月 14日 岩手県内陸南部 平成 20年（2008）岩手・宮城内陸地震 

平成 23年 3月 11日 三陸沖     平成 23年（2011）東北地方太平洋沖地 

                           震（東日本大地震） 

平成 28年 4月 14日 熊本地方など  平成 28年（2016）熊本地震 

平成 23年の東北地方太平洋沖地震は日本の観測史上最大規模であった。この 

地震による災害を東日本大震災と呼ばれ、東北から関東にかけての東日本一帯

に甚大な被害をもたらし、戦後最悪の自然災害となりました。被害は、地震そ

のものによる被害に加えて津波・火災・液状化現象、さらに福島第一原子力発

電所事故・大規模停電など多岐にわたり、１都 9県が災害救助法の適用を受け

ました。警視庁発表による死者および届出のあった行方不明者の数は合わせて 1 

万８４７５人、津波被害を受けた東北地方の太平洋沿岸を中心に関東地方や北 

海道でも死傷者が出る事態となりました。 

 日本列島の海溝やトラフを震源地とする地震は津波を引き起こし内陸部の被 

害を大きくする。列島の内陸や周辺の海域には、地震の発生源となる活断層が 

数多く存在します。活断層は「極めて近き時代まで地殻運動を繰り返した断層 

であり、今後もなお活動するべき可能性のある断層」と定義されています。活 

断層の動きが引き起こす中小規模の地震は頻繁し巨大自身も幾度となく発生し 

ました。近年、南海トラフ断層（南海地震）・千島海溝断層（十勝沖地震）・丹 

那断層帯（北伊豆地震）・十日町西縁断層帯（長野県北部地震）・六日町断層帯 

（新潟県中越地震）・信濃川断層帯（善光寺地震）などが地震の発生源となった。 
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その他、糸魚川－静岡構造線断層帯・富士山河口断層帯・木曽山脈西縁断層帯・ 

中央構造線断層帯・味方花折断層帯・奈良盆地東縁断層帯・雲仙断層帯など、 

各地に２０００以上もの活断層が見つかっています。地表の現れていない活断 

層のかなりあるとみられており、内陸部の活断層は、直下型の地震発生の危険 

性を絶えずはらんでいます。 

 現在、異常気象や台風などの予報は行われていますが、地震や火山噴火は予 

知することを現代の科学をもってしても不可能です。そのことを、阪神・淡路 

大震災や東日本大震災は明確にしました。昭和４４年４月に政府の「地震予知 

連絡会」が発足しました。前年の地震予知の実用化を促進する旨の閣議了解に 

基づく組織です。現在も２６名の委員で構成され、年４回定期的に開催されて 

います。しかし、調査観測の域にとどまり地震予知の方法は目途もたっていま 

せん。平成の時代に至って、阪神淡路大震災が発生し、その直後、政府の「地 

震予知推進本部」は「地震調査研究推進本部」と名称を変更しました。そして、 

日本地震学会は M9.0という想定を超えた東日本の巨大地震を予測できなかった 

ことによって、学会内部に設けられていた「地震予知検討委員会」を廃止しま 

した。前兆現象をとらえて地震発生前に警報を出す「予知」の目標と地震学の 

実力差は大きく、予知という名称は「用語的に不適切」であるというのが廃止 

の理由です。また、余地を掲げることで、多額の研究予算を得てきたとの批判 

もあったといいます。地震研究者のなかでも、今の時点で地震予知が不可能な 

ことをもっと明確に表明すべきであるという主張が強まっています。 

 大災害がいつ起きるかもしれない。地震や噴火の発生を予知する方法はいま 

だ確立されてはいない。それが現代です。 

 自然は突如として威力をもって襲いかってくる。人類と自然との共生は、言 

葉にいうほど生易しいことではない。科学技術をもって地震を抑えることは不 

可能である鉄とコンクリートによって堅固な建造物を造ったとしても、自然の 

威力の前では無力である。平成の激震の時代に生きる私たちは、そのことを痛 

感した。 

 戦災のなかった江戸と平成の御代は、人が自然の猛威と直面した時代であっ 

た。このときに生きる私たちにとって、自然と共に在ることとはどのようなこ 

となのか、改めて考え直す必要があります。災害を減少するのは政府の責任で 

あるとしても、災害をどう受けとめるかは私たちの問題であります。この国土 

に培われた自然観や宗教観の底に流れていた自然への畏怖の意味を、現代の都 

市において明らかにしなければならない。この豪雨と猛暑の夏に深くそう思え 
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てなりません。 

 猛暑の続いた、平成の時代最後の夏、豪雨や台風、地震などが相次いで発生 

しました。それらの大災害は、自然と切り離された都市の繁栄がいかに脆弱で 

あったかを目の前に示しました。自然は、単に環境や資源であるばかりではな 

く、より本質的に、すべての生命の根源であり、人類の営みの土台であります。 

その自然が猛威をもって国土を襲っています。被害は、都市化された自然の一 

画に集中しています。人と自然の領域が見失われ、人と自然の共存が打ち消さ 

れようとしているのが、現代の文明社会です。しかし、文明によって自然を制 

御することは不可能です。今、私たちはそのことを痛切に感じています。 

 私たち日本人は、恵みと災いの両方をもたらす自然に寄り添いながら長い年 

月の間、この国土で暮らしてきました。そして、自然を敬い恐れ、互いの生命 

を尊んできました。そこに培われてきた、人と人、人と自然とが、共に生き、 

共に和み、共に生み出し、共に幸せに生きる、“いのちとこころ”の大切さを改 

めて確かめ合うことが必要なのではないでしょうか。 

 いま、強く感じることは、「ジャパネスク」に欧米近代を超えた未来への可能 

性を強く感じ、これこそ国際的な普遍性を持つ次世代の価値観ではないかと思 

えるのです。 

この 2018年の日本に、もう一度力強く「ジャパネスク」の自然観、世界観を 

自信をもって取り戻し、さらに高め、日本人ばかりではなく、世界の人々に訴

求し、理解してもらうことが大切だと感じます。 

※「ジャパネスク」のメニュー「ジャパネスク語り」No101と No106をお読みく

ださい。http://www.japanesque.tokyo/katari.html 

※「ジャパネスク」のメニュー「ジャパネスク運動」もお読みください。 

そして、ご賛同いただけるのであればご協力ください。 

http://www.japanesque.tokyo/about01.html 

 
勝田 祥三（NPO PLANT A TREE PLANT LOVE理事長） 

 

http://www.japanesque.tokyo/katari.html
http://www.japanesque.tokyo/about01.html
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■事務局便り 
●本当に今年は異常気象が続く年です。17 日・18 日と首都圏ではゲリラ豪雨に

見舞われ、首都機能が一部マヒしました。台風 22 号は直接日本には影響があり

ませんでしたが、フィリピン、台湾、中国に大きな被害をもたらせました。映

像でもすさまじい暴風の模様が映し出され、いかに強大な台風だったかを物語

っています。今後もどんな自然災害に見舞われるかわかりません。くれぐれも

十分な備えと迅速な対応を・・・。 
 
●是非、NPO PTPL が企画制作運営するサイト・FB をご覧ください。 

「NPO PTPL 公式ホームページ」：http://www.plantatree.gr.jp/ 
 「ジャパネスク」：http://www.japanesque.tokyo/ 
 「ともいき暦」：http://www.tomoiki.ptpl.or.jp/calendar/2016/ 
 「タピラス」：http://www.tapirus.tv/ 

「ともいき ぐらし」：https://www.facebook.com/tomoikigurashi 

「おらが富士 計画 ふるさと富士山探し」 

https://www.facebook.com/oragafuji/ 

「不思議・驚き・魅力のジャパネスク」

https://www.facebook.com/japanesque.tokyo/ 

 

●会員募集のご案内 

 NPO活動（ジャパネスク運動）を推進していくためには、多くの皆さま方のご

支援・ご協力が不可欠です。 

 NPO PTPL では、常時、個人会員と法人会員を募集しています。この便りをお

読みの方で、ご本人またはお知り合いの方々にご案内いただければ幸いです。

お力添えのほど、どうぞよろしくお願いします。 

 詳しくは下記まで、メールまたはお電話・FAXにてお尋ねください。 

 

NPO PLANT A TREE PALNT LOVE事務局 

〒141-0022 東京都品川区東五反田 2-7-11 東都ビル 201号 

電話：03-6432-5911  ＦＡＸ：03-6432-5912 

Email： info@ptpl.or.jp   

https://www.facebook.com/japanesque.tokyo/

